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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第２四半期
連結累計期間

第35期
第２四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （百万円） 43,680 42,041 99,020

経常利益 （百万円） 1,114 81 2,643

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失(△)

（百万円） 817 △147 1,292

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,331 △239 2,223

純資産額 （百万円） 14,621 12,287 15,527

総資産額 （百万円） 82,643 78,979 82,692

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額(△)

（円） 6.48 △1.17 10.24

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 5.71 － 9.03

自己資本比率 （％） 17.5 15.4 18.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,259 564 5,213

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △699 △1,602 △1,164

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,019 △2,453 △1,267

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 13,385 11,093 14,591

 

回次
第34期

第２四半期
連結会計期間

第35期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 8.55 4.05

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

４.第35期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当

たり四半期（当期）純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定、又は、締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に帰属する

四半期純損失」としております。

 

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間の当社グループ（当社及び連結子会社）の業績は、主力とするビルサッシを中心と

した建材事業分野においては、建設投資の先行指標である建築着工床面積は概ね横ばいで推移しており建築市場

は緩やかな持ち直し傾向が続くと見込まれますが、円安による原材料価格の上昇や技能労働者不足など先行きは

不透明な状況になっています。一方、形材外販事業においては、市場環境の変化ならびに競争激化により、今後

も厳しい状況が続くものと思われます。環境事業においては、前期からの順調な受注はあるものの、一部で工期

遅延が発生し影響が出ています。

　このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画『躍進』（２０１４年度～２０１６年度）を策定し、

「バリューイノベーションの実現」「強靭な事業システムの構築」「成長分野の強化」「新分野への挑戦」を基

本戦略とし、グループ全社一丸となって計画の達成に取り組んでいます。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高４２０億４千１百万円（前年同四半期比３．８％

減）、営業利益３億４千万円（前年同四半期比９億３千７百万円減）、経常利益８千１百万円（前年同四半期比

１０億３千３百万円減）、親会社株主に帰属する四半期純損失１億４千７百万円（前年同四半期は８億１千７百

万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）と減収減益になりました。

　セグメントの業績は以下のとおりであります。

［建材］

　建材事業においては、営業プロセスの徹底した効率化を推進しましたが、リニューアル事業の工事遅延等に加

え、前年度からのアルミ地金の高値影響や労務費の上昇などにより、売上高は２８８億４千９百万円（前年同四

半期比１．８％減）、セグメント利益１２億３千６百万円（前年同四半期比１億３千８百万円減）と減収減益に

なりました。

［形材外販］

　形材外販事業においては、市場環境の変化ならびに競争激化により、売上高１０５億１千２百万円（前年同四

半期比９．２％減）、セグメント損失は２億２千３百万円（前年同四半期はセグメント利益３億４千万円）と減

収減益になりました。

［環境］

　環境事業においては、今年２月の雪害で一部大型プラント工事に遅延が発生し、売上が下期にずれたことに加

え、順調な受注に対応するため設計者の増員を図るなど固定費の増加により、売上高１７億９千６百万円（前年

同四半期比４．３％減）、セグメント損失８千９百万円（前年同四半期はセグメント利益８千６百万円）と減収

減益になりました。
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［その他］

　その他事業には、運送業・不動産業・ＬＥＤ事業等がありますが、売上高は８億８千３百万円（前年同四半期

比５．９％増）、セグメント利益４千９百万円（前年同四半期比３千６百万円減）と増収減益になりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ３４億９千７百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には１１０億９千３百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、５億６千４百万円（前年同期は１２億５千９百万円の獲得）となりました。

これは主に売上債権の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、１６億２百万円（前年同期は６億９千９百万円の使用）となりました。これ

は主に有形固定資産取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、２４億５千３百万円（前年同期は１０億１千９百万円の獲得）となりまし

た。これは主に優先株式の取得による支出によるものであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、６億７千９百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 157,000,000

第２種優先株式 1,500,000

計 158,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年11月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 126,267,824 126,267,824
東京証券取引所

市場第二部
単元株式数 100株

計 126,267,824 126,267,824 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
△1,500 126,267 － 1,709 － 791

　（注）第２種優先株式（行使価額修正条項付新株予約権付社債券等）1,500,000株は、平成27年７月15日において当社

定款に定める取得条項に基づき取得し、平成27年７月27日をもって第２種優先株式の全部を消却しました。
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

文化シヤッター株式会社 東京都文京区西片１－17－３ 29,626 23.46

大栄不動産株式会社 東京都中央区日本橋室町１－１－８ 5,349 4.24

蛇の目ミシン工業株式会社 東京都八王子市狭間町１４６３ 2,100 1.66

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２－２－１ 1,857 1.47

大日メタックス株式会社 福井県福井市森行町２－５ 1,530 1.21

三井物産株式会社 東京都千代田区丸の内１－１－３ 1,474 1.17

株式会社埼玉りそな銀行 埼玉県さいたま市浦和区常盤７－４－１ 1,438 1.14

不二サッシ社員持株会 神奈川県川崎市幸区鹿島田１－１－２ 1,337 1.06

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１－４ 927 0.73

東海東京証券株式会社 愛知県名古屋市中村区名駅４－７－１ 786 0.62

計 － 46,427 36.77

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 78,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 125,978,200 1,259,782 －

単元未満株式 普通株式 211,224 － －

発行済株式総数 126,267,824 － －

総株主の議決権 － 1,259,782 －
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②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

不二サッシ株式会社

神奈川県川崎市幸区鹿島

田一丁目１番２号（新川

崎三井ビルディング）

65,400 － 65,400 0.05

株式会社大鷹製作所
愛知県名古屋市守山区大

字上志段味1200番地
13,000 － 13,000 0.01

計 － 78,400 － 78,400 0.06

　（注）１．上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,500株あります。

（昭和56年10月１日に吸収合併した不二サツシ販売株式会社名義900株を含む。）なお、当該株式は上記

「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」に1,500株含まれております。

２．上記のほか株主名簿上は関係会社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株ありま

す。なお、当該株式は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」に100株含まれております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

不二サッシ株式会社(E01422)

四半期報告書

 9/21



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,382 11,860

受取手形及び売掛金 20,458 15,705

商品及び製品 1,304 1,479

仕掛品 12,217 15,713

原材料及び貯蔵品 3,710 3,854

販売用不動産 235 221

繰延税金資産 154 205

その他 ※３ 1,645 ※３ 1,639

貸倒引当金 △849 △784

流動資産合計 54,259 49,894

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 ※４ 36,167 ※４ 36,453

減価償却累計額及び減損損失累計額 △29,408 △29,520

建物及び構築物（純額） 6,759 6,933

機械装置及び運搬具 ※４ 43,142 ※４ 42,457

減価償却累計額及び減損損失累計額 △40,727 △39,881

機械装置及び運搬具（純額） 2,414 2,575

土地 13,207 13,213

リース資産 1,114 1,132

減価償却累計額 △332 △422

リース資産（純額） 781 709

建設仮勘定 110 187

その他 ※４ 12,403 ※４ 12,536

減価償却累計額及び減損損失累計額 △11,840 △11,730

その他（純額） 562 806

有形固定資産合計 23,836 24,426

無形固定資産   

その他 118 133

無形固定資産合計 118 133

投資その他の資産   

投資有価証券 2,548 2,531

長期貸付金 32 32

繰延税金資産 505 480

その他 2,042 2,127

貸倒引当金 △649 △646

投資その他の資産合計 4,478 4,524

固定資産合計 28,433 29,084

資産合計 82,692 78,979

 

EDINET提出書類

不二サッシ株式会社(E01422)

四半期報告書

10/21



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 18,253 16,260

短期借入金 13,967 14,160

1年内償還予定の社債 400 400

リース債務 204 196

未払法人税等 259 204

前受金 7,498 9,462

工事損失引当金 46 100

資産除去債務 129 －

その他 3,866 2,850

流動負債合計 44,625 43,633

固定負債   

社債 3,900 3,700

長期借入金 4,100 4,593

リース債務 629 561

繰延税金負債 120 142

再評価に係る繰延税金負債 426 426

退職給付に係る負債 12,600 12,756

資産除去債務 156 285

その他 605 592

固定負債合計 22,540 23,058

負債合計 67,165 66,691

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,709 1,709

資本剰余金 814 814

利益剰余金 11,979 8,831

自己株式 △9 △9

株主資本合計 14,493 11,346

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 641 637

繰延ヘッジ損益 － △1

土地再評価差額金 1,492 1,492

為替換算調整勘定 △311 △435

退職給付に係る調整累計額 △940 △883

その他の包括利益累計額合計 881 809

非支配株主持分 151 131

純資産合計 15,527 12,287

負債純資産合計 82,692 78,979
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 ※１ 43,680 ※１ 42,041

売上原価 36,572 35,675

売上総利益 7,107 6,365

販売費及び一般管理費 ※２ 5,828 ※２ 6,024

営業利益 1,278 340

営業外収益   

受取利息 7 5

受取配当金 42 38

受取保険金 12 1

受取賃貸料 13 14

持分法による投資利益 1 －

電力販売収益 31 31

その他 46 32

営業外収益合計 155 124

営業外費用   

支払利息 238 203

手形売却損 10 8

持分法による投資損失 － 6

電力販売費用 22 22

為替差損 5 96

その他 43 47

営業外費用合計 319 384

経常利益 1,114 81

特別利益   

固定資産売却益 1 3

国庫補助金 138 －

その他 0 －

特別利益合計 140 3

特別損失   

固定資産除却損 4 3

固定資産圧縮損 138 －

その他 15 －

特別損失合計 158 3

税金等調整前四半期純利益 1,096 80

法人税等 265 231

四半期純利益又は四半期純損失（△） 831 △150

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
13 △3

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
817 △147
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 831 △150

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 167 △4

繰延ヘッジ損益 － △1

為替換算調整勘定 79 △140

退職給付に係る調整額 252 57

その他の包括利益合計 500 △88

四半期包括利益 1,331 △239

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,311 △218

非支配株主に係る四半期包括利益 19 △20
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,096 80

減価償却費 795 660

減損損失 11 －

持分法による投資損益（△は益） △1 6

受取利息及び受取配当金 △50 △44

支払利息 238 203

固定資産除売却損益（△は益） △1 △3

固定資産除却損 4 3

貸倒引当金の増減額（△は減少） △41 △12

工事損失引当金の増減額（△は減少） △3 54

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 613 236

売上債権の増減額（△は増加） 2,945 4,401

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,688 △3,925

仕入債務の増減額（△は減少） △1,450 △1,901

前受金の増減額（△は減少） 1,628 1,963

その他 △158 △719

小計 1,937 1,004

利息及び配当金の受取額 52 46

利息の支払額 △243 △206

法人税等の支払額 △487 △280

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,259 564

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △350 △169

定期預金の払戻による収入 152 158

国庫補助金による収入 138 －

有形固定資産の取得による支出 △651 △1,541

有形固定資産の売却による収入 1 3

投資有価証券の取得による支出 △5 △6

その他 15 △47

投資活動によるキャッシュ・フロー △699 △1,602

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,350 281

長期借入れによる収入 1,502 2,867

長期借入金の返済による支出 △1,739 △2,295

優先株式の取得による支出 － △3,000

その他 △94 △306

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,019 △2,453

現金及び現金同等物に係る換算差額 7 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,586 △3,497

現金及び現金同等物の期首残高 11,798 14,591

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 13,385 ※１ 11,093
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会

計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－5項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更・会計上の見積りの変更）

（減価償却方法の変更・耐用年数の変更）

　有形固定資産の減価償却方法について、従来、在外連結子会社を除き主として定率法を採用しておりました

が、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

　この変更は、当社及び国内連結子会社における中期経営計画を基に設備投資が本格化することを契機に、当

社及び国内連結子会社の有形固定資産の使用実態を検討した結果、製造設備等における急激な経済的劣化・陳

腐化はみられず、かつ、今後も長期安定的な稼動が見込まれることから、耐用年数にわたり均等償却による費

用配分を行うことが有形固定資産の使用実態をより適切に反映できるため、減価償却方法を変更することが合

理的であると判断したことによるものであります。

　あわせて、当社及び国内連結子会社は、減価償却方法の変更の検討を契機に使用実態の検討を行った結果、

第１四半期連結会計期間より、一部の有形固定資産の耐用年数をより実態に即した経済的使用可能予測期間に

基づく耐用年数に変更しております。

　これらの結果、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益は266百万円、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ258百万円増加しております。

　なお、この変更がセグメントに与える影響については、（セグメント情報）に記載しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　下記の法人等の金融機関等からの借入等に対し、債務保証を行っております。

 
 

前連結会計年度
（平成27年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

その他 0百万円  0百万円

計 0  0

 

２ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

受取手形割引高 839百万円 584百万円

受取手形裏書譲渡高 122 67
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※３　手形債権流動化

手形債権の一部を譲渡し債権の流動化を行っております。

　なお、受取手形の流動化に伴い、信用補完目的の留保金額を流動資産「その他」に含めて表示しておりま

す。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

受取手形の流動化による譲渡高 1,362百万円 1,158百万円

信用補完目的の保留金額 270 221

 

※４　国庫補助金等の受領により、固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳累計額

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

建物及び構築物 128百万円 128百万円

機械装置及び運搬具 525 525

その他 91 91

計 744 744

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

※１　当社グループでは、第２四半期及び第４四半期に売上計上が集中する傾向があるため、第２四半期連結会

計期間の売上高は、第１四半期及び第３四半期連結会計期間の売上高と比べ著しく高くなっております。

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

給料手当 2,282百万円 2,344百万円

貸倒引当金繰入額 △35 0

退職給付費用 301 205

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 14,638百万円 11,860百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,252 △766

現金及び現金同等物 13,385 11,093

 

（株主資本等関係）

１．株主資本の金額の著しい変動
　平成27年７月27日開催の取締役会決議に基づき、平成27年７月27日付で、第２種優先株式1,500,000株の消却
を実施いたしました。この結果、当第２四半期連結累計期間において利益剰余金が3,000百万円減少し、当第２
四半期連結会計期間末において利益剰余金が8,831百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 建材 形材外販 環境 計

売上高       

外部顧客に対する売上高 29,387 11,581 1,877 42,845 834 43,680

セグメント間の内部売上高又は

振替高
157 3,841 － 3,998 1,234 5,232

計 29,544 15,422 1,877 46,844 2,068 48,912

セグメント利益 1,374 340 86 1,801 86 1,887

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「不動産」、「運送」、「保管管

理」、「ＬＥＤ商品」等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,801

「その他」の区分の利益 86

セグメント間取引消去 61

全社費用（注） △670

四半期連結損益計算書の営業利益 1,278

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 建材 形材外販 環境 計

売上高       

外部顧客に対する売上高 28,849 10,512 1,796 41,158 883 42,041

セグメント間の内部売上高又は

振替高
6 3,926 － 3,933 1,133 5,067

計 28,855 14,439 1,796 45,091 2,017 47,108

セグメント利益又はセグメント損

失（△）
1,236 △223 △89 923 49 972

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「不動産」、「運送」、「保管管

理」、「ＬＥＤ商品」等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 923

「その他」の区分の利益 49

セグメント間取引消去 64

全社費用（注） △696

四半期連結損益計算書の営業利益 340

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の減価償却方法の変更・耐用年数の変更）

　「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更・会計上の見積りの変更」に記載のと

おり、当社及び国内連結子会社における中期経営計画を基に設備投資が本格化することを契機に、当社及

び国内連結子会社の有形固定資産の使用実態を検討した結果、製造設備等における急激な経済的劣化・陳

腐化はみられず、かつ、今後も長期安定的な稼動が見込まれることから、耐用年数にわたり均等償却によ

る費用配分を行うことが有形固定資産の使用実態をより適切に反映できるため、減価償却方法を定額法に

変更しております。

　あわせて、当社及び国内連結子会社は、減価償却方法の変更の検討を契機に使用実態の検討を行った結

果、第１四半期連結会計期間より、一部の有形固定資産の耐用年数をより実態に即した経済的使用可能予

測期間に基づく耐用年数に変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が「建

材事業」で90百万円、「その他事業」で８百万円増加し、セグメント損失が「形材外販事業」で167百万

円、「環境事業」で１百万円減少しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額(△)
6円48銭 △1円17銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

又は親会社株主に帰属する四半期純損失

金額(△)（百万円）

817 △147

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額又は親会社株主に帰属する四半期

純損失金額(△)（百万円）

817 △147

普通株式の期中平均株式数（千株） 126,200 126,198

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 5円71銭 －

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

（うち支払利息（税後相当額控除後）

（百万円））
（－） －

（うち事務手数料（税額相当額控除後）） （－） （－）

普通株式増加数（千株） 17,006 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月５日

不二サッシ株式会社

取締役会　御中
 

東陽監査法人
 

  
指 定 社 員
業務執行社員

 
 

 公認会計士 中塩　信一　　印

 

 
 
 
指 定 社 員
業務執行社員

 
 
 公認会計士 恩田　正博　　印

 

 
 
 
指 定 社 員
業務執行社員

 
 
 公認会計士 田久保　謙　　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている不二サッシ株式

会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、不二サッシ株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
強調事項

　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更・会計上の見積りの変更）に記載されているとおり、

会社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間より、有形固定資産の減価償却の方法を、主として採用していた定

率法から定額法に変更し、あわせて一部の有形固定資産の耐用年数を変更している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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